
第８回 課題 解答例 

 

今回の課題 ー教育の選抜機能に関してどのように考えますか。 具体的に以下のようなこ

とです。 1 競争心によって頑張ろうと上を目指すことは、勉強でも運動でも必要なことと

思いますか。 2 受験という競争に関してどのように考えますか。 3「能力主義」や「学歴

社会」に関してどのように思いますか。 ４ 教育と格差の関係についてどのように考えます

か。５ 教師として教育の選抜機能をどのように扱いますか 

 

A 

1 競争争心によって頑張ろうと上を目指すことは、勉強でも運動でも必要なことと思いま

すか。―私は必要だと思う。優劣をつけるのではなく、競い合う過程に意味があると考える。

一人では自分を客観視することが難しい。自分の学びの進行度や到達度などは、相手がいる

ほうがより見ることが出来ると思う。 

 2 受験という競争に関してどのように考えますか。―受験に関しては悪いとは思わない。

受験という目標に向かって努力し、合格後、自分のレベルに合った環境で学ぶことでまた競

い合いが出来るからだ。しかし、受験の影響が大きくなりすぎており、目的が「学びの向上」

から「学びの暗記」になっている気がする。 

 3「能力主義」や「学歴社会」に関してどのように思いますか。 ―親の身分ではなく、

その子自身の才能や努力が評価される能力主義は素敵だと思う。この真意は対象人物と一

対一で向き合い、対象人物の中身をみて、知ることだと考える。その点からすると、学歴社

会は身分制度へと逆戻りしてしまったように感じる。なぜなら、対象人物と向き合わず、対

象人物の持っているスキルレベルに視点を置き、能力ありか・能力なしかの二択に分断して

しまっているからだ。 

４ 教育と格差の関係についてどのように考えますか。―高学歴を与えたいのか、学びを

作りたいのか。私は学びの機会を提供し、その子の学びを一緒に創りたい。だが、現代社会

においてその子のためになるのは高学歴の提供であって、高学歴獲得のための学びづくり

へとなってしまっていることが事実である。私の考えは現場を知らないがゆえに理想・きれ

いごとであって、実際の現実は厳しく冷たいため、分からない。 

５ 教師として教育の選抜機能をどのように扱いますかー学校の成績だけを鵜呑みにせ

ず、一人の人間を知るという視点を持ち、選抜機能に囚われすぎないように注意したい。ま

た、選抜機能が子どもたちにとってストレスフルな状況になってしまわないように注意し

たい。 

 

B 

１，競争心によって頑張ろうと上を目指すことは、勉強でも運動でも必要なことと思うか。 

 私は、競争心によって頑張ろうと上を目指すことは、勉強でも運動でも必要なことだと考



える。なぜなら、その人の競争心がきっかけで向上心にもつながることがあると考えるから

である。このことについて、次段落で私が野球で経験したことをもとに論じていこうと思う。 

 私は小学校３年生から高校３年生まで野球をしていた。その際、ポジションがかぶってい

る選手と競い合い、ポジションをめぐって争うことがあった。そういった競い合いは自らの

プレーを磨いたり、人間的に成長しようとしたりする向上心にもつながっていたと感じて

いる。競い合うことで個々が磨かれ、チーム全体の雰囲気も良くなっていくという点におい

て競争心によって上を目指そうとすることは必要であると考える。 

 以上のことは、勉強においても大切なきっかけになると考える。現在、「主体的で対話的

な深い学び」というものが大切であるというように言われている。勉強ができる子が必ずし

も正義ではないが、ある程度競争心があるほうが「主体的で対話的な深い学び」にもつなが

っていくきっかけになるのではだろうか。特に「主体的な学び」という点と「深い学び」と

いう点においてはどうしても児童側の好奇心や主体性が必要になると考える。（教師が芽生

えさせることも大切だが） 

 以上のことから、私は競争心によって頑張ろうと上を目指すことは、勉強でも運動でも必

要なことだと考える。私は教師といて、うまく児童の競争心に火をつけ、児童を楽しませな

がらクラス全体で成長していけるようなクラス経営をしていきたい。 

 

C 

1.競争心によって頑張ろうと上を目指すことは必要だと考える。なぜなら、それが 1つの

目的やモチベーションになると考えるからだ。 

  ただ学校や塾に行き、そのまま情報を吸収したり、部活やクラブ活動などで楽しく運動

したりするだけでは知識や経験は身につかないのではないだろうか。私自身勉強による競

争心はあまりないが、運動(部活)の中での競争心は強くあった。あの子より上手くなりたい、

あのチームに勝ちたい。その競争心のおかげで、なんとなく部活に出てなんとなく練習する

のではなく、「ここを意識しながら練習しよう」や「あそこを狙おう」など目的をもって、

部活を有意義な時間にすることができた。この経験があるからこそ、競争心があるからこそ、

体力や精神を鍛えられたのではと感じている。対人関係においても競争心によって、ライバ

ルという存在がいるから良い成績が出てくるのではないだろうか。「1 人ではない」、「誰か

に勝ちたい」そう思い頑張ることができるから、勉強や運動には競争心が必要だと私は考え

る。 

2.自分の能力を知る 1 つの手段としてあってもよいのではないだろうか。近代以降は職業

を自由に選べるようになった。だからといって、なんにでもなれるわけではない。医者や弁

護士などはたくさんの知識を学び、試験を受ける。パティシエや美容師も専門的技術を学ぶ。

これらの専門職だけでなく、様々な企業がある。それぞれ得意分野があるだろう。将来なり

たいもの、目指すもののために自分がどこまでそれに近づいているか、目指すことができる

のか、知ることができるのは「受験」というものではないだろうか。上記の 1でも述べたよ



うに、競争心や競争というのは目的やモチベーションになる。自分の思い描く未来を実現す

るために受験というものがあってもいいのではないだろうか。 

 

D 

教育の選抜機能について、具体例１ 競争心によって頑張ろうと上を目指すことは、勉強

でも運動でも必要と思うか・3 「能力主義」や「学歴社会」に関してどのように思うかの二

点から考える。 

 １ 競争心によって頑張ろうと上を目指すことは、勉強でも運動でも必要と思うかという

質問に私は「はい」と答える。なぜなら、人と争い勝敗が決まることで負けたくないという

願望が現れ、上に行こうと必死になって物事に取り組むからだ。しかし、講義メモ「人は競

争によって～得るものではないと考えるか。」という文を読み、順位や勝敗がつくから頑張

ろうではなく、物事が楽しくてたまらない競争は脇役の方がきちんとした知識や技が習得

できると考えた。また、授業資料 8-1選抜に基づく教育システムの理念型を読み、勝利する

ことが大きな目標だとトーナメント型の場合、ずっと戦わなければならないため、物事本来

の醍醐味を失ってしまう可能性があると考える。 

 3 「能力主義」や「学歴社会」に関してどのように思うかについて、試験では能力が高く

高学歴の人が有利で人間性を考慮していないと思い、能力主義や学歴社会の世界はよくな

いと思う。授業資料 8-1 エリート選抜からマス選抜へを読み、学歴社会が顕著に出ていると

感じた。しかし、私は選抜の場では学歴や能力だけでなく、人間性も見て合否を判断して欲

しい。なぜなら、選抜の場に行くときは自分の価値をよくするため、猫をかぶっている人が

ほとんどだからだ。もし人間性が低かった場合、試験では好印象を与え合格したとしても結

局は人同士の関わりが重要であり、他者に悪影響を及ぼすと考える。今ではそういうのを防

ぐために就職先が受験者 SNS のアカウント確認をこっそりと行っているところもあるらし

いが、一番は受験者の本性がわかる環境で対面で話したほうが良いと思う。 

 １・３共に、時と場合によっては使用してもよいと考える。しかし、すべての試験が適用

されていた場合、選抜の情報としては適切ではないと思う。 

 

E 

3「能力主義」や「学歴社会」に関して、私は全ての人にとって平等ではないと感じます。

授業資料で「学歴社会」の説明には才能や努力が評価される側面があるとありますが、才能

があっても学校、家庭の環境次第では才能が発揮されることはないと考えるからです。とい

うのも授業資料 7-2 でもハーバード大学に通う生徒の多くは比較的裕福で、幼い頃から塾

に通っていたり、本人だけの努力で合格している訳では無いとも記載されています。もちろ

ん本人の才能や努力があってこその合格ですが、才能があっても「親ガチャ」次第では家庭

は貧しく、アルバイトを強制されれば勉強にも時間を使うことは出来なくなり、競走には敗

れてしまうと感じました。「学歴社会」や「能力主義」について公平性を保つために、全て



の人に質の高い教育を均等に提供することが重要だと思います。経済的や地域による格差

を減少させるために、国が奨学金や補助金制度を整える必要があると考えました。また「学

歴社会」による社会の格差を少しでもなくすために、学歴だけの評価ではなく、スキルや経

験なども評価対象として加えることが大切だと考えました。 

 

F 

私は競争心によって頑張ろうと上を目指すことは、勉強でも運動でも必要なことだと考

える。近年では Volatility（変動性）、Uncertainty（不確実性）、Complexity（複雑性）、Ambiguity

（曖昧性）の頭文字をとった VUCA(ブーカ)とよばれるものもでてきたが、この意味にもあ

るように先のことは予測が困難になっている。そこで求められるのはそれに対応できる対

応力や柔軟性、適応する優秀な人材であると私は思う。そのために必要なのは様々な分野で

特化している人材や人手ある。そのように考えると私は競争が必要になってくるのではな

いかと思う。教育を平等にし絶対評価にしオール 5 にするということは、親も児童も得意

不得意を自分たちで見極めることになり比べることをしないということだ。もちろんそれ

により好きなことを伸ばしたり得意なことを自分で見い出すことはできるが、それでは先

程の話にもあった予測困難な将来に対応出来る優秀な人材は、平等になるがあまりに特化

した人材が育たなくなってしまうのではないかと思う。そのため競争心によって上を目指

すことで児童期の時点で自分の得意なこと・好きなことを多く見つけ、そこで親や児童自信

がしたいことを特化して伸ばすことで、この先の予測困難な時代も国として対応していく

ことが可能になっていくと考える。しかしそれにより自信をなくす子も出てきてしまう。私

自身も小学生の時、学校での陸上クラブで高飛びをした際に全然飛べなくて自分は陸上の

才能がないんだ。入らなければ良かったなと感じたことがあった。しかし競技を変えて次年

度、長距離走として参加した際には選手として走ることができる程だった。そのように走る

才能があるのにも関わらず、競争をすることによって陸上全体が才能がないと感じてしま

うといったことが学業にも起こる可能性はある。そこで教師として児童に様々なことに挑

戦させて得意なことを見つけるサポートをすることや、得意不得意が人間にはあり不得意

なことを克服することも大事ですが、得意なことを伸ばすことの大切さや個性について理

解し気づかせることが教師としての役割なのではないかと考える。 

 

G 

昔は親や家系の身分に影響され職業や生き方が人により決められてきたが、『身分社会』

から『学歴社会』・『能力主義』へと変化したことにより外面ではなく人としての内面の部分

や努力をした分が個人として評価されるようになった。これらは、多様性の社会においても

個人を尊重していてとてもいいものだと考える。だが、問題点もあると考える。それは、一

度頑張ってついた成績や評価によって下の人と差別されるということだ。確かに努力あっ

ての学力かもしれないが、一度高学歴な??大学に受かり卒業できたからその人は優秀なの



であろうか、国語や数学が出来れば世の中への貢献ができるのか。また、いい大学や高学歴

でなければダメなのか。など様々な問題について考えていかなければならないが、だからと

言って勉学をしなくて良いという訳ではなくとても難しい課題であると考える。『能力主義』

も『学歴主義』も決して悪いことではなく何かを努力した者の証だと思う。だが、社会を生

きていく上でなにかに満足し下の人や他の誰かを見下したり、自分だけ優越感に浸るとい

う行為が人をダメにするものであり、そういった常にその場で満足せず、成長し続けたいと

思えるような個人を育成できる教員になりたいと、また自分も常に子供たちと成長してい

きたいと強く感じた。 

 

H 

受験に関して私個人の意見としては、「受験」という競争がそれぞれ個々の能力を引き立

てるものになっていることは間違いないと考えている。だが、その勉強が「受験」の為の勉

強になっていることとも考えます。 

 一番強く感じるのは「英語」で日本は文法や長文読解など文章に関することが多くなって

いる。英語科の課題として、受験の対策としての知識が身についたとしても実際に英語で話

せるかといったら話せないという人が多いという現状であります。もちろんある程度の基

礎知識が必要であると思うが、そこでおわりになってしまっている可能性がある。 

 対策として、大学受験では 4 技能を求めるなど、変わっているが受験生の心構えとして、

やはり文法などの書くことに目を向けた勉強になっている。学校の教育にも意見する生徒

もいる。 

このことから受験というものがあることから勉強の意欲が出ているが、将来に対してつ

ながらない勉強になっている可能性があるので、受験の形態が変わることがあれば勉強の

形が変更され、今まで行っていた勉強に加えて、何かできるようにすれば少しは良くなるの

かと考えます。 

 もう一つの私が考えるものとしては、競争意識が生まれると書いたが、それは全ての人が

生まれるかといったといったらそうではなく、受験に対して意欲のない生徒もいると思い

ます。社会に出る、貢献するには基礎知識は絶対に必要だと感じています。そのような生徒

がどのようにしたら勉強に対して意欲がでるのかどうかを考えていく方法を考えていかな

いといけないと思いました。 

 他にもメリット、デメリットともにあると感じていると思うが、「受験」というものなく

す方が良いかと言われればそうではないが、受験の方法について考える必要があるのでは

と考えました。具体的にどのように変更すればよいのかはまだ考えられていないが、今後競

争社会の課題について調べ、それに対してどう国が対応しようとしているのかなど調べて

いこうと思います。 

 

 



I 

①私は勉強や運動において、必ず競走心が必要だとは考えていない。競争心によって、他

者よりも上を目指したいという目的の 1 つとして、競争心があることは間違っていないと

考える。ただ、人によっては他者と競い合うことを目的としていない場合もある。例えば、

私は周りよりも優れたいと考え日々学習しているわけではない。私自身の目指す夢や目標

を叶えるためには、他者と競い合うのではなく協力することが一番有効であると考えてい

る。競い合うことに固執してしまうと、良い考えであっても他者の意見を取り入れられなか

ったり、勝つことに執着し冷静に物事を判断できなくなってしまったりする。 

 このような場合もあるため、あくまで自信のモチベーションを上げるための目的の 1 つ

として、競争心を持つことを否定はしないが、必ず全員に必要だとは私は考えていない。 

③私は能力主義については賛成だと考えている。なぜなら頑張って努力し成果を出した人

や、会社をより良くしようと工夫して働いている人ほど給料を多くもらえるからだ。必死に

努力し会社に貢献している人は、それに見合った対価を貰うべきである。 

 学歴社会については反対だと私は考えている。なぜなら、学歴ではなく能力を見た上で評

価するべきだと思うからである。学歴を重要視するのではなく、これまでの人生で何を学び、

経験したことを如何に労働に活かすことができるのかを重要視するべきである。学歴が良

くとも学歴を過信し、努力せず成果を出さない人よりも、学歴が劣っていても必死に努力し、

会社に貢献している人に相応の対価を与えることが、会社の成長を促すことに繋がると私

は考える。 

 これらの理由から能力主義については賛成だが、学歴社会については反対だと私は考え

る。 

 

J 

1 に関してー競争心によって頑張ろうと上を目指すことは勉強でも運動でも必要だと考

える。 

個人的に、競争心は向上心だと捉えている。競争には点数がつきものだが、数値化された

ものを、今までの自分や他者と比較してみるとどのような差があるのか見直し、改善するこ

とに役立てられる。 

仮に競争がなければ、勉強や運動を続けている楽しさや面白さが減ってしまうのではな

いだろうか。同じことに取り組んでいる周りと比べて、自分の現状を客観視してなぜ差があ

るのか、今までのやり方を見直せばもっと伸ばせるのかなどを考えることも、競争心がある

からこそ出来ることだと考える。 

また、努力をしたことによって周りよりも良い結果をおさめられたら、自分自身の自信に

もつながるだろう。競争心をもって取り組んだ経験が、またやる気を生み次の目標を見つけ

て意欲的に取り組むきっかけになっていくと考える。 

３・４に関してー資料 7－2「ハーバード大に合格する学生は家庭・家系的に恵まれてい



る人が多いが、当の学生は自分の努力と勤勉のおかげと答える」という内容が印象深い。 

幼いころから様々な習い事をして自身の可能性を広げられることや学習環境を整えること

ができるのはやはり恵まれた環境であり、すべての人がそのような環境にいるわけではな

いところが教育の差が生まれる原因だと改めて感じる。 

教育の差＝経済力の差という社会的問題点はよく耳にするが、問題点はそれだけではな

いだろう。必死で勉強したことで、自分は優秀であると自負して天狗になってしまい見下し

たり欲や保身に走ったりする人もいるというのもまた、能力主義社会であるがゆえに生み

出された悪い慣習だと考える。 

何事も競争ばかりの社会だが、向上心をもって取り組める人もいれば、それにより本来の

目的が見えなくなったり疲れてしまったりする人もいる。競争に対する価値観は人それぞ

れ異なって良いはずだが、今の社会は「人生は一生続くマラソンレースを押し付けている」

と言えるだろう。 

 

K 

今回の講義メモや授業資料を読んで私はまず、講義メモの最後に書かれていたそもそも

競争に価値はあるのか？について意見したい。価値があるから競争するのではないのかと

私は思う。競争に価値はないといい、そこから逃げようと、皆が平等に暮らせる社会を、資

本主義から逸脱しようとした思想、社会主義をとった国は皆結末としてどうなっているだ

ろうか？ほとんどの社会主義国家は衰退し崩壊を迎えている。私は特別そういった思考に

対して何かアンチだったり、競争が素晴らしいとか思っているわけではない。しかし結果と

して歴史が示していることが正解とまではいうつもりはないが、表れていると思う。ただ地

位が高かったり、競争に勝ったのであればその恩恵を享受する権利はあると思う。しかし、

享受するのであればそこにあぐらをかくのではなく、地位が低かったり、今まで敗ってきた

人たちに最大限の敬意を示し、救いの手を差し伸べることが人として大事なことではない

のかと思う。アフリカ人のサッカー選手であるモハメド・サラーやサディオ・マネ、カリド

ゥ・クリバリのような人としてもかっこいい勝者のようにここで 4 の教育と格差について

私の意見を述べようと思う。正直に言ってこの資本主義社会の現代において身分や立場に

ついて、不平等だ！と叫ぶことは、格差があってはならない！と声を大にして言うことは情

けない、非常にダサい行いに思う。もちろん格差をいいとは思わないし、なるべくないこと

が望ましいと思う。しかし、正直勉強やスポーツに関して言えば、生まれた家や子供時代の

生活環境や親・保護者の姿、才能などは数学で言うところの定数であり、自分がどう足掻こ

うと変わることのない固定値があると思う。それを嘆いているばかりの、競争から逃げたも

のがこの教育と格差について叫ぶのだと私は思う。そんな定数をどうにかしようとするよ

りも、自分がどれだけ努力し、自分が今いる環境を変えられるようにもがき、自分に矢印を

向け続けることで成長する、成長することで伸びる部分、数学で言うなら変数の部分にこだ

われるかが大事だと思う。正直スポーツをプロになるつもりでやったことのない人だった



り、何かに夢中になったり、自分自身を削ってでもいいと思えるほど本気になったことがな

い人ほど、こう言ったことを嘆く傾向にあると思う。勝負することもせずただ逃げている、

負けることを嫌うくせに努力をしない、努力を恥ずかしいと思う人ほど。本気で取り組めば

結果が望んだものでなかったとしても、達成感ややり切った感覚を得られ、後悔もなく次に

進めると思う。自分自身で過程を褒められるようになると思う。私は競争があることは自然

なことであり、あっても悪いことではないように思う。ただ結果が全てと思うことが良くな

いだけで、過程も評価してあげることで次に向かわせること、矢印の向いてる向きを外から

自分へ向けであげることが教員に必要なことだと思う。 

 

L 

 私は、上を目指す上で競争心というものは欠かせないものだと考える。理由としては二つ

ほど挙げられる。 

 一つは、授業資料 7-1 で、『社会的地位への適切な配分が達成されるためには，できるだ

け多くの人が選抜の過程に参加する必要があり、そのためには事前に人々の意識が十分に

加熱されている必要がある』と記述されているが、そもそも意識を加熱させるうえで、好き

や楽しいだけでは、足りないと考えているからだ。そもそも、好きや楽しいという感情では、

その物事に対する嫌な部分を見つけてしまったり、挫折を味わった際にその感情は消え、続

かない可能性が高い、しかし競争相手、いわゆるライバルがいる場合は、仮に相手を上回っ

た場合でも、さらに上のレベルに競争相手がいるため、消えることなく常に上を目指し続け

ることができる。これは、運動の場合で言えば、トーナメントなどで今まで勝てなかったチ

ームに勝った後に、自分の他に勝ち上がってきた更に強いチームと戦うことになること等

が挙げられる。勉強においては、クラスで 1 番になっても、学年で更に上の人物がいること

や、仮に学年一位になった際でも、全国模試等で自分より上がいることを知れたりと、運動

と勉強ともに競争心は煽りやすく、競争相手がいるということは自分を磨くことにつなが

ると考えられるからだ。 

 もう一つは、結局のところ社会に出た際に、職種にもよるが競争とは切っても切れない縁

だということが挙げられる。会社内では、同僚や後輩よりもより良い売り上げを、プロのス

ポーツチームであれば、相手よりも上の実力を求める必要があり、学生のうちから競争社会

というものを経験する必要があると考えるためだ。 

 

M 

1 →私はこのことに関して運動では必要なことだと思うが、勉強においてはあっても良い

が、表面にだす(教育の場で教師がそれをだすこと)のはあまりよくないと思う。スポーツに

ついて私の経験から話したいと思う。部活動でよく練習試合をするチームがいたが強いチ

ームで毎回ただ試合をこなすことだけを考えて参加していた。しかしチームでその相手チ

ームに勝つことを考えて取り組んだら、１回だけだったが勝つことができ、その時期に県大



会にも出場することができた。それだけスポーツにおける競争心は上を目指すのに最高級

の材料だと思う。しかし教育においては一部的にそうは思わない。たしかに競争心があると

相手に負けないため勉強を熱心にし、いい成績やいい学校に入れるかもしれない。しかしそ

れはそれに勝つことにフォーカスが当てられていて、勉強をして学ぶということにはあま

り繋がらないのでは無いかと思う。生徒目線からしたら、たくさん勉強をしてストレスを抱

えながら、いい成績を貰い、いきたい学校に行くことができるといったゴールイン(達成)で

きて嬉しいと思う。その結果、資料 7-2 のように人を見下したり尊大をしてゴールしていな

い人を見下し、自分はあたかも偉いかのようにふるまってしまう状況が発生しえない。せっ

かくいい成績でいい所に所属したとしても、優秀でない人(自分より下の人)に対して否定的

な立場をとってしまうのはもったいない。しかし学びを提供する教師側としては 勉強=競

争心があれば上に行けると教えてはいけないと思う。資料にも学校が社会的存在の中心的

な位置を占めているとあるが、私は学校で学び続ける人間を育成する場所だと思っている。

学び続ける人間になるために、競走心は必要ないと考える。勉強において競争心が必要な部

分もあるが、教員としては心の中に留めておき、競走から得られる一瞬性のものよりも継続

性のあるもの(=学びつづけること)が重要になってくると考える。しかしそれでも学びつづ

ける人間の育成では足りず、学習(知識)が必要であり、競争心によって行く学校・就職する

所にはつきものであり、必ず競走が発生する。そこで資料 7-1 にある「再加熱」が日本にあ

ることに目を向け、教員がそれを伝えるべきだと考えた。生まれや環境がどうであれ、学ぶ

側としてスタートラインを揃えてあげ、可能性を与えてあげると学歴社会だとしてもこど

もたちの秘めた競争心が悪い方向に進まずに済むのではないかと思った。 

 

N 

1 運動でも勉強でも競争心によって頑張ろうと上を目指すことは必要だと考える。私自

身勉強においても、スポーツにおいても競争があった方がやる気が出る。競争心から、「こ

の人よりもいい結果になりたい、この試合は負けたくない」と思い、より練習や復習を頑張

った。その競争心が、子どもたちのやる気を引き立て物事に没頭するきっかけとなる。また、

復習や練習の習慣づけがなされるのであれば、これ以外の場面でも良い影響を及ぼすと考

えた。 

２ 先ほど１の質問で競争が必要と回答したが、受験という競争は必要ないと考える。な

ぜかというと、「入試突破のために力を出し続ける。ストレスまみれのようだ。」（資料 7－2

参照）が理由だ。受験の突破のために勉強し、それが子どもたちのストレスになっているの

であれば廃止すべきだと考える。受験の代わりになる方法を上げろと言われても、今すぐに

は思い浮かんでこないが、子どもたちの個性や考えを尊重した方法を考えて行くべきだと

思う。 

３ 能力主義や学歴主義といった考え方はあまり良い考え方ではないと思う。２の受験の

話と関連があるが、「難関大に合格したエリートは尊大になり、そうでない人を見下すよう



にならないか。」（資料 7－2参照）という思考を持った人が現れてしまう。もちろん勉強を

たくさんし、エリート大学に合格した頑張りはとてもすごいことだし尊敬する。しかしその

一部の人が見下したり、貶したりすることがある。これは学歴主義という考えがあるからだ

ろう。このような行動は自分達の印象を下げることになるだろう。また、企業も学歴で人を

見て、採用するか決めることがある。それは、表面でしか見ておらずその人の内面（個性や

考え）までは見ていない。「〇〇大出身だから」という理由で採らないのは違うと思う。こ

れも学歴主義の考えがあるからこのようなことが起こるのだろう。一部の人が良い思いを

する考えではなく、みんなが良い思いをできるような考えが広まっていくべきだと考える。 

 

O 

2.3―授業資料 7-2 を読んで、受験について振り返ってみた。私は、家の近くの保育園に

通い学区内の公立の小中学校へ進学した。そのため、”お受験”というものには程遠い生活を

していた。反対に私の幼なじみは、小学校から私立に通い、いわゆる”お受験”を経験してい

る。今回の資料を読んでその子とその母親から聞いた話を思い出した。資料には、家庭的に

も家計的にもかなり恵まれている人が多く、学生本人だけの能力や努力で入れたわけでは

ないのだという言葉があったかその通りだと思った。幼なじみの母親が小学校のお受験は、

母親同士の戦いであると言っていた。就学前の多感な時期に様々な場所に連れて行き、たく

さんの習い事をさせ、小さい時から経験を積む。お受験ではこの経験が大切になってくるら

しい。これは本人が望んだことではなく、1種の母親のエゴなのではないかと思った。しか

し、当の本人は何も気にすることなく、私立に通えて良かったと話している。その子の母親

いわく、いい学校に行けば、いい生活ができて、いい会社に就職できるらしい。小さい時に

頑張れば大きくなったら頑張らなくていいという話を聞いた時、私は疑問に思った。私自身

特別にいい学校に通った訳ではないが、幸せに生活出来ているし、将来やりたいことまで決

まっている。別にいい学校に入らなくても幸せに生活が出来ると思う。3 に繋がってくるか

もしれないが、日本は学歴を中心に置き過ぎていると思う。勉強ができる=仕事ができる、

勉強ができない=仕事ができないなのだろうか。もちろん勉強ができるに超したことはない

が、学歴よりもその人自身の人間性や個性をもっと見てあげるべきだと思う。これからの日

本には、高学歴の人よりも、人間性がいい人が必要だと思う。 

 

P 

＜１について＞― 競争心によって頑張ろうと上を目指すことは、勉強でも運動でも必

要なことであると私は考える。もちろん勝つことだけを考えたり、負けが悪いことである考

えたりする必要はない。しかし競争は、やる気を出すための動機付けの１つであると考えら

れる。 

そして何より、競争には“敗北”や“挫折”が存在する。私は勝利よりも敗北や挫折から学ぶ

ことの方が多いと考えている。そのため、勝利のために試行錯誤を重ねたり自分自身と向き



合ったりする過程や、敗北や挫折の後に原因や解決策を考え・実践したりすることで、自分

心が成長できるのではないだろうか。 

このように競争(心)には、動機付けの効果や、自分自身を見つめ・試行錯誤する過程が存

在すると考えられるため、勉強や運動でも必要であると考える。 

＜２について＞― 受験という競争は、私はあまり良いとは考えられない。＜１について

＞では競争(心)が必要であると回答したため、矛盾しているとも考えられるが、受験はたっ

た１回の試験で学校や職場が決まり、今後の人生を左右することになるため、その仕組みで

良いのか疑問に思う。 

 ＜１について＞の最後に記述した動機づけの効果は受験にも存在するだろうが、その後

に記述した課程については受験には存在しない。(失敗したらそこで終わってしまうため) 

 そのため受験という競争は、資料にもあったように“チャレンジ”という面では良いが、そ

のチャレンジは一か八かの賭けとなってしまうこともあるため、私はあまり良いとは考え

られない。 

＜３について＞― 「能力主義」と「学歴社会」について、「能力は本人の努力ではどう

にもできない“運”のようなものも関わってくるのに、学歴だけを重視するのはどうなのだろ

うか」と考えた。学歴はその人の努力を表すものとも考えられるため、重視しなくても良い

とは思わないが、学歴の優先順位を高くして人を選別するのはどうかと思う。よく、「学歴

と仕事のできは比例しない」という言葉を耳にする。そういったことからも、学歴だけでな

く、人の中身・人間性も選別において重要視する必要があると考える。 

 しかし資料７-２にあったように、高い学歴を得るためには、それなりの努力・ストレス

は要するため、高学歴の人間が優遇されるべきという考えも完全に否定はできない。そのバ

ランスが難しいところであると感じた。 

 

Q 

1. ―   結論、競争心によって頑張ろうと上を目指すことは、勉強でも運動でも必要なこ

とではないと考える。もちろん他者と競争することでやる気は出るが、頑張る目標によって

は無意味になってしまう。 

   例えば、私が高校生のとき、仲の良いグループの中で定期テストの合計点数が 1番低か

った人が購買のパンを奢るという罰ゲームがあった。当時は負けないように必死に勉強し

ていたが、テストでいい点数を取ることだけを目標にしていたため、テストが終わった途端、

乱雑に詰め込んだ知識が一気に頭から抜け落ちてしまう。それは、今思えば何も自分のため

になっていなかった思う。 

   勉強でも運動でも結果が全てという考え方もあるが、私はその結果に行き着くまでの過

程が 1 番大切であると考える。さまざまな科目に興味を持ち、学ぶことによって得られる

新しい知識への興味関心から夢を見つけ、それを実現させるために勉強し、大学進学等を目

指す。これは簡単なようでとても難しいことだが、他者と比べたり競ったりせず、同じ夢を



志す同士と共に励まし合い、高め合いながら自分のために自分のペースで勉強することが

将来に繋がると考えた。また、その過程を大切にすることによって、結果どこの大学等に進

学することになっても花開くと考える。 

3.―｢能力主義｣や｢学歴社会｣に関してどのように思うかについて、私は、重要なのは、個々

の能力や実績が適切に評価され、機会均等が確保されることだと考えた。 

   授業資料 7-1 より、身分社会の時代から、個人の能力や努力次第で高い教育を受け、そ

の学歴で高い地位や収入の得られる職業に就くことができるようになったことは、とても

素晴らしいと思う。しかし、授業資料 7-2のように、高学歴者が競争に敗れた人を見下す学

歴至上主義のような考え方は格差社会に陥る大きな要因となってしまう。 

   勉強のできる者がよい大学に入り、仕事のできる者が高い給料をもらうというのは、あ

る意味当たり前のことであり、逆に明らかに実力の差がある者と同じ待遇だとしたら、割に

合わず不満が募ると考える。 

   一方で、授業資料 7-2 にあるように、家庭的にも家計的にも恵まれている方が勉強する

環境が整っているため、将来において有利な立場であるという考え方もよく理解できる。 

   結論として、とても難しい問題ではあるが、能力や学歴だけで人を判断せず、それらも

踏まえて適切に評価され、人柄や個性も評価に加えるなど、その企業等に合ったさまざまな

人材を選抜することで機会均等が確保されると考えた。 

 

R 

私は①の競争心によって頑張ろうと上を目指すことは、勉強でも運動でも必要なことだ

と思う。理由は、そうすることによって頑張れる人が出るからだ。私は自分で結局的に勉強

や運動をすることができない。やらなくても生きていけるからだ。しかし友達と点数高い方

が勝ちね、や 100 メートル負けた方がアイス奢りね、など友達と一緒に競争することによ

って頑張ることができた。しかし②の受験という競争は違うのではないかと考える。理由は

受験は人生を決める大事な選択だからだ。学校の小テストや体育の徒競走で今後の人生が

決まる人はきっと 10%もいないと思う。しかし受験というのは受ける人全員の人生が決ま

る。ここの高校、大学に入れないと自分のなりたい職業に就くことが出来ないなど多いはず

だ。しかしなんとなく大学に入ればいいやという人も受験する人の中にはいる。そのような

人があまり勉強しなくても地頭がいいからそれなりに解けてしまい、絶対にこの大学に入

りたい、入らないといけないという人がどんなに勉強を頑張っても思うようにいかず負け

てしまう。これは少し違うのではないかと思う。受け入れ側もテストの点だけでなくこれか

らの人生を考えた上で入学を許可した方がいいと思う。面接もあるがそんなものは嘘で通

用する。入学させる側の教師が嘘偽りなくどのようなことを目指しているのか明確に受け

入れ側に資料を渡せば少しは変わるのではないかと思う。私は競争心で勉強や運動を促す

ことは大切だと思うが受験は違うと考える。 

 



S 

自分は 3番の「能力主義」と「学歴社会」について取り上げたいと思う。今の日本は昔ほ

どではないが学歴が 1 番大切だと考える人がいる。そのため、「GーMARCH」や「早慶上

智」といった難関大学に入学したいという人も多い。この人たちを否定するわけではなくあ

る程度の基礎知識は必要である。だが、自分は名前だけで大学を選ぶのは最もよくない選び

方だと考えている。その大学に行って自分が学びたいことを学べるかが重要である。面接等

では学歴を聞かれそれが加点になることもあるが、その人が実際仕事ができるかはわから

ない。現にいわゆる偏差値が低い大学を卒業しても仕事ができる人は存在する。このことか

ら自分は「学歴」と「仕事ができる」というのは比例しないのではないかと考えた。そのた

めこれからの社会では学歴社会ではなく能力主義の社会にすることでより多くの優秀な人

材を得ることができると考えた。 

 

T 

この講義をうけて、私は１の競争心の必要性について述べる。私は、競争心からやる気を

あげることには非常に賛成である。なぜなら、競争をモチベーションの一部とみているから

だ。授業資料から、「そのこと自体の面白さから出てくるもので、他の人より秀でたり競争

で勝ったりすることから得るものではない」と記載されていたが、競争することで、面白さ

が芽生えるのではないか。確かに、元々にそのこと自体の面白さがあり、「面白い」と感じ

てやる気に繋がるのならそれで構わないだろう。その場合、競争を必要としないということ

にも納得できる。しかし、面白味も感じず、やる気がないのであれば、別の方法でやる気を

出すしかないだろう。だが、競争をやる気の動機づけの一環としてみるにはリスクは大きい。

それは勉強でも、運動でも、勝ち負けが存在するからだ。テストであっても、スポーツの試

合であっても、自分が勝つということは、誰かが負けるということであって、逆に、誰かが

勝つということは、自分が負けるということである。そして、自分が勝ったから相手が負け

て、自分が負けたから相手が勝つという風にも言える。そこまで思わなくても、競争をする

中で、誰もがこのような感覚に自然と陥ることは事実である。下手をしたら、「負け」を味

わうことでモチベーションとは逆効果になってしまう恐れがあるということもある。この

ようなリスクを背負ってまで、競争をする必要性というのは、自分を成長するための糧とな

ってほしいからだ。これは理想論に過ぎないが、競争を経て、勝ちの喜びや負けの辛さを味

わうことで、それが経験となり、人生が豊かになるのではないだろうか。また、競争をする

ことで、明確な目標が立てられることも事実である。他者や自分を越えることで、成長する

のではないのだろうか。よって、自分が成長する上でも、競争は必要であると考えた。 

 

U 

私は、１「競争心によって頑張ろうと上を目指すことは、勉強でも運動でも必要なことと

思いますか」について考えた。競争心によって頑張ろうと上を目指すことは、勉強でも運動



でも必要だと考えた。なぜなら、競争をすることはその人の才能に気付かせる環境であるか

らだ。私は中学時代から吹奏楽部でのレギュラー争いで受かった時の達成感が好きでそれ

は競争をすることで起きる感情だ。学力に関しては部活を真剣に取り組みすぎて手に付け

ておらず得意ではない分、努力していい評価をもらえた際に達成感を感じることがあった。

ここから、人間自分の得意不得意があるし何か才能は持っているべきだからそれを導き出

し頑張ろうと思わせ、評価する立場である教師が認めてあげることが授業プリントにある

競争心の問題点である敗者の自信の消失を防げる対策ではないかと考えた。また、私の場合

だが敗者を経験することで次は頑張ると成長に繋がる場合も考慮できると考えられるし、

その失敗した分野と違った才能を教師が見つけその分野に自信をもってもらえる環境づく

りもできるのではないかと考えた。 

次に２「受験という競争に関してどのように考えますか」について考えた。私は受験戦争

をするべきだが、学費など競争をするための条件は共通してそろえるべきだと考えた。資料

７-２を見ると家計的に恵まれていない人はいくら頭が良くても行きたい所にいけないと記

述されている。私は高校時代に公立受験を受けており、学費で悩んだ記憶がある。私の友達

も私立を滑り止めにし、学費が高いためだけに本来はもっと上の所にいける学力なのに学

費の負担を減らすために受験高校のランクを下げている人は多いと感じる。また、授業プリ

ントにもあるが企業の偉い人の子供は権利が高くなるなどの身分に関しても不利になる場

合がある点が選抜機能において不利だと考える。しかし、受験というのは社会的地位の選抜

として捉えられる。普段、大学でも自分は頑張っているのに他人は人任せでつらい人が報わ

れることはよくある。頑張った人たちへの努力の成果は競争で現れるため能力主義は残し

つつ学力を行うための負担を減らすべきだと考えた。 

このように、努力は競争心から生まれるものであるため条件を共通することで自分の能

力を発揮できる環境を広げること。競争をする上で、評価をする教師という立場が児童の才

能を見つけ自信をつけさせることを留意するべきである。 

 

V 

1、私は必要だと思います。なぜなら私自身、運動も勉強も競争心を持って頑張ってきた

からです。競争心を持って上を目指すことは良いことだし、必要不可欠だと思います。日本

には切磋琢磨という四字熟語があるように、仲間と競い合い励まし合って、向上していくと

いう意味があります。このように競争するからこそ、得られるものがあると私は思います。

しかし、その競争という意味を履き違えてしまい、自分より上の人には萎縮し、下の人には

威張ってしまっている部分があるというのが問題です。資料にもあるように「エリート」は、

ともすれば尊大になり「そうでない人」を見下す、このような考え方が生まれてしまってい

るから競争というもののイメージが悪くなってしまっているのだと思います。そういった

悪い部分は無くすべきだと思います。より良い教育のためにも、競争は必要だと思います。 

4、教育と格差はそう簡単には切れない関係だと思います。世の中には貧富の差などがあり、



良い教育を受けるにはお金がかかります。そういった事柄がある以上は教育に格差が生ま

れてしまうことは仕方ないと思います。貧富の差などによって教育の差が生まれることは

どうにもできませんが、他の差はなくせると思います。資料にも書いてあるように、エリー

ト選抜からマス選抜へ、エリート選抜を対象にしていたものを進学しなかった層の選抜に

も注目するなど、そういった格差を減らしていくことはできます。教育は全員が平等に与え

られるものであり、全員にチャンスがあるものであって欲しいと私は思います。なので、な

るべく無くせる格差は無くしていきたいと考えています。 

 

X 

3「能力主義」や「学歴主義」に関してどう思いますか？について述べていこうと思う。 

 能力主義というのはその人物が持っている総合的な能力を見て判断することである。こ

れは受験や試験、審査をする時によく使われる基準となっている。結論から述べると、私は

能力主義は良いと考えている。能力主義で問題とされているのは主に 2つあることが 8-2(7-

2)の資料から読み取れる。 

 1つ目は、家計や環境などの外的要因による影響が関係している点だ。外的要因による影

響が関係することによって、本人だけの能力や努力では無い「運要素」が生まれてしまうの

だ。具体的には、家庭的や家系的に恵まれた人の方が、ハーバード大学などの良い大学に入

ることができるといった場合もあり、運による影響はあると言えるだろう。しかし、これは

能力主義に限った話では無い。全員を平等に捉える平等主義であったとしても、能力の高い

人と能力があまり高くない人が平等に扱われることにより、低い人の方が得をするといっ

た「運要素」が絡んでくると考えられる。また、良い大学に入るのが家庭的・家計的に恵ま

れた人が多いとしても、恵まれていない人も一定数存在するため、運要素も本人だけの能力

や努力で埋めることができると言えるだろう。 

 2つ目は、格差社会が大きくなってしまう点だ。能力の善し悪しを判断基準とする能力主

義では、脳力がある人が上で、能力がない人が下であるという認識が強くなってしまうと考

えられる。そのため、試験や受験で合格した人が尊大となり、そうでない人を見下し、そう

でない人は自らの能力の無さを攻め、社会不安や劣情が蔓延していく恐れがあると言われ

ている。これは能力主義に頼りすぎていることが要因であると私は考える。現代ではほとん

どの試験等が能力主義を基準としている。人によっては中学受験などの幼い頃から能力主

義に囚われていただろう。全てを能力の善し悪しで判断しているため、不安感や劣情を抱い

てしまう人が現れるのだと私は考える。そのため、能力主義の考え方だけでなく、その人が

出した結果を基準とする「結果主義」などの別の考え方を取り入れていくのが大切であると

言えるだろう。 

 能力主義によって起こる問題について今回考えたが、能力主義の考え方自体に問題があ

るのではなく、その使い方によって弊害が起こっているように思われるため、扱い方を変え

ていき活かしていくことが重要だと私は考える。 


